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連絡先      

 橋爪 法一 090-5392-1961 (吉川区代石) 
 上野 公悦 090-7260-9407 (頸城区中柳町) 
 平良木哲也 090-1808-6919 (上中田) 

 

 

セ
ン
タ
ー
病
院
消
費
税
過
払
い
問

題
で
市
長
が
謝
罪 

 

【
上
野
公
悦
議
員
】
セ
ン
タ
ー
病
院
の

消
費
税
過
払
い
問
題
に
つ
い
て
は
、
市

民
に
経
過
と
結
果
を
き
ち
ん
と
説
明
す

る
場
を
設
け
る
と
と
も
に
、
何
ら
か
の

具
体
的
な
責
任
を
と
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
提
訴
を
含
め
た
新
た
な
手
立
て
は

考
え
て
い
る
か
。 

【
村
山
秀
幸
市
長
】
結
果
的
に
１
億
２

３
９
０
万
円
の
返
還
が
か
な
わ
な
か
っ

た
こ
と
に
対
し
て
市
政
執
行
代
表
者
と

し
て
お
詫
び
し
た
い
。
経
過
等
に
つ
い

て
は
広
報
上
越
で
詳
細
に
説
明
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
提
訴
し
な
い
こ
と
で

終
結
と
な
る
。
責
任
に
つ
い
て
は
私
自

身
が
考
え
る
。 

【
上
野
議
員
】
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦

略
的
経
済
連
携
協
定
）
問
題
の
現
在
の

局
面
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
参
加
反
対
の
立
場
を
明
確
に
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

【
村
山
市
長
】
全
国
市
長
会
で
も
詳
細

な
情
報
を
開
示
す
る
よ
う
要
請
し
て
い

る
が
現
状
で
は
十
分
な
開
示
が
さ
れ
て

い
な
い
。
現
段
階
で
は
賛
否
を
明
確
に

で
き
な
い
。 

 

子
ど
も
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
は
保

護
者
に
大
き
な
影
響
。
保
育
園
を

儲
け
の
対
象
に
株
式
会
社
参
入
も 

 

【
上
野
議
員
】
子
ど
も
子
育
て
新
シ
ス

テ
ム
は
、
消
費
税
増
税
と
一
体
的
に
出

さ
れ
て
き
た
。
市
町
村
の
保
育
義
務
の

大
幅
な
後
退
や
株
式
会
社
の
参
入
を
容

易
に
し
、
保
育
の
市
場
化
を
促
す
も

の
。
多
く
の
自
治
体
や
議
会
、
保
育
現

場
か
ら
反
対
や
危
惧
の
声
が
上
が
っ
て

い
る
。
市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。 

【
村
山
市
長
】
ま
だ
詳
細
に
つ
い
て
は

明
ら
か
で
は
な
い
。
保
育
の
需
要
見
込

量
、
提
供
体
制
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
事

業
計
画
を
策
定
す
る

な
ど
市
の
責
任
は
こ

れ
ま
で
以
上
に
大
き

く
な
る
。
市
場
化
が

進
み
公
的
保
育
の
後

退
に
つ
な
が
る
こ
と

の
な
い
よ
う
一
層
の

子
育
て
支
援
施
策
の

充
実
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。 

（
写
真
は
質
問
す
る
上

野
公
悦
議
員
） 

 

                

橋
爪
議
員
は
、
昨
年
度
の
入
札
の
中

で
複
数
回
に
及
ん
だ
１
１
６
件
の
う
ち

93

件
が
「
一
位
不
動
」
で
あ
っ
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
、
監
視
を
強
め
、

改
善
を
図
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

し
か
し
村
山
市
長
は
、
「
入
札
参
加

企
業
が
、
入
札
額
の
積
算
に
当
た
り
、

今
ま
で
以
上
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん

で
い
る
」
「
（
一
位
不
動
が
多
く
出
た

の
は
）
落
札
し
た
企
業
の
強
い
受
注
意

欲
の
表
れ
で
あ
り
、
企
業
努
力
に
よ
る

も
の
」
と
答
え
、
再
質
問
で
も
強
気
の

答
弁
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
一
位
不
動

は
、
入
札
が
何
回
行
わ
れ
て
も
、
２
位

以
下
は
動
く
が
最
低
価
格
札
を
入
れ
た

業
者
は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
事
態
を
い

い
ま
す
。
全
国
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が
「
一

位
不
動
は
談
合
の
状
況
証
拠
」
と
し
、 

国
交
省
な
ど
で
も
問
題
視
し
、
監
視
を 

強
め
て
い
る
中
で
、
今
回
の
市
長
答
弁

は
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

第
三
セ
ク
タ
ー
資
産
約
２
億
円 

  

第
三
セ
ク
タ
ー
問
題
で
は
、
市
所
有

施
設
の
一
部
に
第
三
セ
ク
タ
ー
所
有
の

固
定
資
産
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
早
期

に
買
い
戻
し
の
措
置
を
取
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。 

 

市
長
は
、
「
第
三
セ
ク
タ
ー

11
社

の
直
近
の
決
算
書
に
よ
る
と
、
第
三
セ

ク
タ
ー
が
所
有
す
る
建
物
附
属
設
備
や

備
品
な
ど
の
有
形
固
定
資
産
の
帳
簿
価

額
は
、
総
額
で
約
２
億
円
」
「
過
去
に

お
い
て
、
緊
急
性
を
要
す
る
施
設
修
繕

に
つ
い
て
第
三
セ
ク
タ
ー
が
経
費
を
立

て
替
え
て
実
施
し
た
こ
と
や
、
会
社
独

自
の
判
断
で
購
入
し
た
こ
と
な
ど
様
々 

な
理
由
か
ら
、
第
三
セ
ク
タ
ー
が
固
定

資
産
を
実
際
に
所
有
し
て
い
る
状
況
が

生
じ
て
い
る
」
「
市
と
し
て
は
、
各
第

三
セ
ク
タ
ー
が
資
産
を
購
入
し
た
経
緯

や
市
と
の
事
前
協
議
の
有
無
、
ま
た
、

指
定
管
理
業
務
に
お
い
て
真
に
必
要
な

資
産
か
否
か
等
に
つ
い
て
確
認
を
行
っ

た
う
え
で
、
買
戻
し
や
寄
附
採
納
な

ど
、
市
と
し
て
必
要
な
対
応
を
行
っ
て

ま
い
り
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。
こ
の

買
戻
し
等
は
株
式
評
価
ま
で
に
行
う
こ

と
に
な
る
見
込
み
で
す
。
第
三
セ
ク

タ
ー
と
丁
寧
な
協
議
を
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
で
す
。 

 
９
月
議
会
の
一
般
質
問
の
続
き
で
す
。
前
回
の
平
良
木
哲
也
議
員
の
あ
と
、
日
本
共
産
党
議
員
団
か
ら
は
上
野
公
悦
議
員
、
橋
爪
法
一
議
員

が
登
壇
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
、
セ
ン
タ
ー
病
院
の
消
費
税
過
払
い
、
入
札
・
契
約
制
度
の
改
革
、
市
の
施
設
に
お
け
る
第
三
セ
ク
タ
ー
所
有
の
固

定
資
産
問
題
な
ど
を
と
り
あ
げ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

橋爪議員の一般質問。 

農議連メンバーが大島区菖蒲

で今年度の作況確認 

 

 市議会の食料農業農村議員連盟は29日、

大島区菖蒲の稲作体験圃場を訪れ、今年度

の作況を確認してきました。これには橋爪

議員も参加しました。 

 豪雪や今夏の高温等の影響があって、作

付してあるコシ

ヒカリの株数は

通常の約半分。

1反当たり5俵ほ

どしか収量はな

いとのことでし

た。でも味は抜

群といいます。 

 


